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　火災により一つとなって再出発した商店街は、四方を壁に囲まれ、隣に居るはずの隣人が見えな

い。「もっけみち」では時間の流れの中から育まれ紡ぎ出されてきた生活と、生活そのものを未来

に繋ぐ居場所が相互に浸透する。

　住人達が作った既存の躯体に、二重屋根をかけることで換気の機能を付加し、生活できる環境を

作る。これにより住人達が作り上げた環境での記憶を残しつつ、止まったままの生活景が再び動き

出す。

　二重屋根の下で生活の中にふとお互いの存在や想いを感じながら商売し、「もっけ」の気持ちを思

い出す。
















